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4 ~ 6年77人 (29.6%),7 -9年61人(23.5%),
10-12年33人(12.7%), 13-15年16人(6.2%),
16-18年 1人 (0.4%），無記入 7人 (2.7%）と
なっている。
職務地位をみると ，総婦長 1人 (0.4%），主
任11人 (4.2%），副主任 7人 (2.7%），看護婦









人 (28.6%），看護婦93人 (33.9%），その他 1
表 1 項 目別にみた職場環境の満足度
項 目 平均値士標i.it偏婆 F検定 満足と答えた者の率（％） 不満足と答えた者の率(%)
同僚スタ ノフとの関係 3 5土1.3 34 9 1 8、
私 給料 2.0土1.1 2 6 50 7 
仕事の責任 3.0士11 14 5 13 8 
的 仕事の安全性 2.2土11 4 6 42.8 
＊ ＊ 
側
仕事の屈 2 2土13 7.9 48 7 
上司からの信穎 3 2土10 18. 4 9.2 
面 他の職種との関係 2 7土12 12.5 26 3 
夜勤労働スケジュール 2 1土13 8.6 54 6 
職場からの学ぴ 2.9土12 15 1 21 1 
公
患者害族へのサーピス 2 4士11 3 3 33 6 
専門知識技術の提供 2 5士12 7 2 31 6 
的 ローテーション計画 2 2土11 2 6 40 8 
＊ ＊ 
側
卒後教育計画 2 1土11 2 6 50 0 
病棟の研修・学習 2 2士11 2.6 42 1 
面 病棟設備 2 0士1.2 4.6 56 6 
究料 ・情報交換 2 0土12 3.9 52.6 
注回答者数 ：152人 ＊ ＊ p<0.01 




















続年数は， 1 ～ 3年44人(28.9%), 4 -6年41
人 (27.0%), 7 -9年40人 (26.3%),10-12 
年19人(12.5%),13-15年 7人(4.6%),16-18 
年 1人 (0.7%），職務地位では総婦長 1人 (0.7
％），主任 9人 (5.9%），副主任 7人 (4.6%),
看護婦135人(88.8%）， となって いる。査格は，
保健姉 7人 (4.6%），助産婦 3人 (2.0%），養

























2.62土0.65 20 4 67. I 
＊ ＊ 
2.28土0.69 9.2 80.3 
注同答者数 ：152人 ＊ ＊ p<0.01 
表 3 要因アイテムとカテ ゴリー
要囚アイテム 力 テ ゴ ＇） 人数
1-1 医叛関係取得沢格 Cl 保健婦．助産婦．従護教治 14 
C2 石渡婦 138 
1-2 所艇機1具I Cl 国公立病院 44 
C2 法人系病院 82 
C3 個人崩院 26 
1-3 勤続・年数 Cl I -3年 44 
C2 4 -6年 41 
C3 7 -9年 40 
C4 10年以上 27 
I-4 戟務地位 CI 管理職 17 
C2 石護婦 135 
1-5 戟Si]}:;哉 CI 新しい知識が得られる 71 
C2 社会的地位が得られる 16 
C3 経済的に楽 56 




要 因 私的側面の 公的側而の
総合満足度 総合満足度
医療I剥係取得森格 0.098 0 061 
(0 21) (0 14) 
所屈機関 0.170 0 085 
(0 28) (0 18) 
勤続年数 0 149 0 178 
(0 27) (0 37) 
職務地位 0.142 0 057 
(0 29) (0.13) 
職業意識 0 227 0 088 
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